
 

石田倫識 

 

【共同執筆書】 

葛野尋之ほか『判例学習・刑事訴訟法〔第 2版〕』（「宅配便のエックス線検査」）法律文化

社（平成 27年 11月） 

 川崎英明＝白取祐司『刑事訴訟法理論の探究』（「起訴基準の再検討」）日本評論社（平成

27年 5月） 

 

【論文】 

「接見交通権と被疑者取調べ」季刊刑事弁護 85号（平成 28年 1月） 

「刑事免責制度」季刊刑事弁護 82号（平成 27年 4月） 

 

【判例研究】 

「勾留の必要性と準抗告審の在り方」法学セミナー734号（平成 28年 3月） 

「署名押印を欠いた参考人の検察官面前調書（刑訴法 321条 1項 2号）の証拠能力」法学

セミナー731号（平成 27年 12月） 

「被告人の主張明示義務違反と訴訟指揮権による主張制限の可否」法学セミナー728号

（平成 27年 9月） 

 「死刑事件における量刑評議の在り方と控訴審による審査の方法」法学セミナー725号

（平成 27年 6月） 

 

【学会報告】 

「被疑者取調べをめぐる諸問題」（日本刑法学会 名古屋部会）（平成 27年 10月 10日） 

「被疑者取調べと接見交通権」（日本刑法学会WS）（平成 27年 5月 24日） 

 

【講師・講演】 

「刑事免責制度導入の問題点（参議院議員会館）」（盗聴法・刑事訴訟法等改正を考える超

党派議員と市民の勉強会Ⅱ）（平成 27年 4月） 

「弁護権保障と取調受忍義務論（弁護士会館）」（日弁連刑事法制委員会）（平成 27年 6

月） 


